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歳末たすけあいに

　目標突破、もう一
　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
十
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

三
カ
月
問
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
共

同
募
金
運
動
の
一
還
と
し
て
、
特
に

十
二
月
を
重
点
的
な
運
動
月
と
し
て

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
の
目
的
は
「
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
る
」

こ
と
が
狙
い
で
あ
り
、
市
民
の
自
発

的
窓
意
志
に
も
と
ず
く
地
域
の
た
す

け
あ
い
運
動
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
十
二
月
の
運
動
月
を
前
に
、
社
会

福
祉
法
人
、
中
央
共
同
募
金
会
長
よ

り
白
石
共
同
募
金
会
に
対
し
て
、
　
「

浅
鉾

　
’
　
『

多
年
に
わ
た
る
国
民
た
す
け
あ
い
共

同
募
金
運
動
に
努
力
し
た
」
こ
と
に

よ
っ
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
白
石
共
同
募
金
会
の
み
で
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
賜
と
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に

よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
善
意
の
浄
財
は
、

恵
ま
れ
な
い
人
々
に
越
年
資
金
や
、

お
年
玉
、
お
見
舞
と
し
て
送
ら
れ
ま

す
。

　
明
る
く
楽
し
い
お
正
月
を
み
ん
な

そ
ろ
っ
て
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

粥
　
ん
欝
誉

　
　
．
灘

灘

｝
脈

騨
薮ン

証
黛
．醸糊懸㌦響“響瞬，

白女高J　R　Cによる街頭募金

年
末
年
始
の
窓
ロ
業
務

　
　
　
　
　
　
用
事
は
お
早
め
に
・

●
　
●

…
も

市
役
所
の
年
末
年
始
一
般
事
務
は
、
三
十
一
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
休
み

（2〕

十
二
目
二
十
九
日
か
ら
一
月
三
日
ま

で
休
み
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
一
部
の
事
務
は
、
次
の
と

お
り
事
務
取
扱
い
を
し
ま
す
が
、
十

二
月
二
十
八
日
（
午
前
中
）
ま
で
に
、

用
事
を
済
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

市
民
課
窓
ロ
事
務

　
出
生
届
、
死
亡
届
、
印
鑑
証
明
等

の
事
務
取
扱
い
は
、

　
三
十
日
　
　
午
前
八
時
半
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
ま
で

三
十
一
日
　
午
前
中

市
役
所
内
七
十
七
銀
行

　
税
金
、
手
数
料
等
の
収
納
事
務
の

取
扱
い
は
、

　
三
十
日
　
　
午
前
九
時
半
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
午
後
三
時
ま
で
．

　
三
十
一
日
　
午
前
中

水
道
事
業
所

　
休
み
期
間
中
日
直
者
を
配
置
し
て
、

午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、

水
道
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

衛
生
セ
ン
タ
：

ご
み
、
し
尿
収
集
と
も
、
十
二
月

ま
す
が
、
四
日
か
ら
平
常
業
務
を
い

た
，
し
ま
す
。

ご
　
み
　
収
集

▽
　
越
河
、
斎
川
、
大
鷹
沢
、
白
川
、

福
岡
地
区
の
一
部
、
小
原
地
区
の

不
燃
物
収
集
は
、
二
十
二
日
で
終

わ
り
ま
す
。

▽
　
事
業
所
等
で
、
直
接
セ
ン
タ
ー

　
に
不
燃
物
を
持
ち
込
む
場
合
は
二

十
八
日
ま
で
取
扱
い
ま
す
。

し
　
尿
　
収
　
集

▽
　
事
業
所
、
学
校
等
の
収
集
は
、

　
二
十
二
日
で
年
内
収
集
を
終
わ
り

　
ま
す
。

▽
　
一
般
家
庭
の
収
集
は
、
年
内
申

込
み
さ
れ
て
も
翌
年
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申

　込ん

で
く
だ
さ
い
。

▽
　
越
河
、
斎
川
、
大
鷹
沢
、
白
川
、

小
原
地
区
は
、
年
末
の
収
集
予
定

　
日
以
外
は
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
。

匡亟亟］初の1万円札発行（昭和33年12月・日

、
．
ノ

No．184しし、ろし報広1！249

　　　　　　　　　　　　　　　ρし夕　　　　　　　　　　　　　　ρ亀　　　　　　　　　　　　　夕㌧　　　　　　　　　　　　9、　　　　　　　　　　9、ρ　　　　　　　　　’隔’　　　　　　　　’、9　　　　　　　　9、　　　　　　　’軸　　　　　　9㌧置　　　　　鴨ρ　　　　9、　　　霞覧ρ　　一、　9軸　9㌧ρ
鞠

ρ

綿
題話の綿縮躍』9恥’㌧’』’しρしρ一’ち’㌧・し’、9、’』・』’』ρ、ρい’、醍、ρ、ρ亀ρ㌧ρ』’』ρ、ρし欲嬉街

寒東北のやきもの展
　　　　　　　　　　　　盛会裡に“

　私達の生活にかかせないものであった、水

瓶や漬物瓶、井鉢等の焼物は年々使われなく

なり、生産されなくなったが　最近陶芸品と

　して見なおされてきました。

　11月20日より25日まで市図書館rおいて、

東北各地より珍しい焼物60数点を一堂に集め

展示された中で、特に白石地方の縄文時代の

焼物が目にっきました。

街
　
の

欄
　　　　　　　　　9亀　　　　　　　　蕨　　　　　　　　慶覧　　　　　　　輻　　　　　　　慶　　　　　ρ覧　　　　　農　　　　　し　　　　軸　　　　’　　　亀　　　2　　　腎　　一　　◎
　　黄
　覧
　虜ρ』蕨
噛題

盤
街

街
　
の

F

題
　
…

　　寒物を大切に“
「使い捨ての時代は終わりました

資源を大切にしましょう。」の旗

印のもとに、白石市消費者の会が

中心となって、去る19日市民会館

において、消費生活展、不用品活

用会が開かれました。

　展示会では、洗剤の合理的な使

い方、食品添加物の知識等につい

てわかり易く解説してあり、不用

品活用会は地域婦人会などの協力

により500点が出品され、再利用

のため買い取られました。

自
民

話
　
題
．
．
、

　
　
　
　
　
顯

　
　
　
　
　
き

獲
．
灘
馨

　
　
　
嚢
・
夢
　
潔

　
　
　
　
　
　
　
等
　
　
舳

　
　
ず
ザ

軍

馨
、
載

魁
ハ
し

題言舌の街

史
蹟
を
た
ず
ね
て
⑧

根

城

館

跡

白
石
市
史
編
さ
ん
委
員
　
飯

沼
寅
　
治

　
表
紙
写
真
は
東
北
本
線
に
あ
る
、
　
を
通
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
伝
え
ら
れ
、

お
な
じ
み
の
臼
川
内
親
の
ト
ン
ネ
ル
　
義
経
の
腰
掛
石
な
ど
の
伝
承
も
あ
る
。

山
で
あ
る
。
古
来
二
条
館
（
内
親
館
）
室
町
時
代
の
初
め
頃
か
、
東
北
屈
指

と
も
呼
ば
れ
、
白
石
盆
地
の
東
の
入

口
を
拒
す
る
重
要
拠
点
で
、
階
段
状

の
平
地
が
作
ら
れ
項
上
も
け
ず
ら
れ

て
い
る
典
型
的
山
城
で
あ
る
。

　
旧
白
川
村
は
、
旧
藩
時
代
の
津
田
、

内
親
、
小
奥
、
犬
卒
都
婆
、
小
下
倉

（
こ
の
村
だ
け
一
足
早
く
大
正
十
五

年
に
白
石
に
合
併
）
の
五
力
村
が
連

合
し
た
村
だ
っ
た
が
、
こ
の
地
域
は

小
下
倉
村
を
除
い
て
は
片
槍
家
の
支

配
外
だ
っ
た
。
御
蔵
入
（
市
史
5
史

料
篇
下
一
七
九
頁
参
照
）
と
呼
ば
れ

る
仙
台
藩
直
轄
地
や
、
角
田
の
石
川

侯
を
始
め
松
岡
氏
、
志
茂
氏
の
御
給

所
（
知
行
地
）
と
な
っ
て
お
り
、
犬

卒
都
婆
に
は
仙
台
藩
士
の
大
野
、
伊

藤
の
両
氏
（
共
に
子
孫
が
現
住
）
が

居
住
し
て
い
た
。
こ
ん
な
事
は
他
の

白
石
領
の
村
々
に
は
見
ら
れ
な
い
こ

と
だ
っ
た
。
ま
た
、
ざ
る
な
ど
の
竹

細
工
も
盛
ん
に
副
業
と
し
て
作
ら
れ

て
い
た
Q

　
白
川
地
区
は
案
外
早
く
か
ら
開
け

て
い
た
。
奈
良
平
安
時
代
の
頃
、
　
「

み
ち
の
く
」
の
多
賀
城
と
、
中
央
政

府
の
「
や
ま
と
」
を
結
ぶ
「
東
街
道

」
が
、
こ
の
辺
の
山
の
尾
根
や
山
麓

の
中
世
陶
器
を
焼
く
窯
が
作
ら
れ
た
。

（
市
史
第
3
巻
に
古
窯
祉
を
掲
載
の

予
定
）
そ
の
後
に
犬
卒
都
婆
の
石
碑

や
菊
面
石
の
伝
説
が
生
れ
た
。

　
写
真
の
根
城
館
は
既
に
鎌
倉
時
代

に
は
築
城
さ
れ
た
ら
し
く
、
南
北
朝

時
代
の
観
慮
二
年
（
正
平
六
年
－
一

三
五
一
V
十
月
に
、
こ
の
辺
か
ら
四

保
館
（
船
岡
城
祉
）
に
か
け
て
の
倉

本
川
の
戦
で
、
南
朝
方
の
伊
達
、
田

村
勢
が
宇
津
宮
を
奉
じ
て
、
吉
良
・

相
馬
な
ど
の
北
軍
を
撃
破
し
た
と
い

う
。
蔵
本
川
と
は
今
の
白
石
川
の
事

で
あ
る
。
当
時
白
石
と
い
う
地
名
は

ま
だ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
戦
国
末
期
の
百
年
間
、
こ
の
城
に

は
付
近
の
十
力
村
を
領
す
る
伊
達
家

一
族
の
宮
内
氏
が
居
住
し
て
お
り
（

市
史
5
史
料
篇
下
一
一
九
頁
参
照
）

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
は
、
伊

達
家
の
叛
臣
中
野
宗
時
を
、
館
下
の

宮
河
原
の
合
戦
に
お
い
て
大
敗
さ
せ

た
と
い
う
。

　
今
、
東
北
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
が

堀
ら
れ
て
い
る
が
、
昔
は
、
こ
の
辺

は
こ
ん
な
に
も
開
け
て
い
て
重
要
な

所
だ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

国大平洋戦争勃発（昭和16年12月8日（3）
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　高速時代の幕開けにふさわしい、東北縦貫自動車道路の開通により、一段と活況を呈し

たなかに扮いて、東北新幹線で最も長い蔵王トンネルが貫通した明るいニュースで、49年

市政がスタートしました。

　春秋の叙勲で、この道一筋にご活躍された白石市出身の5名の方々が受章の栄に浴され

ました。

　4月の市長選挙において、麻生寛道氏が当選、7月の参議院議員選挙には、地元出身の

遠藤要氏が当選し、市発展の原動力となり活躍しております。

　交通戦争の中において・痛ましい交通事故を出さないために、1年をとおして交通事故

防止に努め・特に幼児を交通事故から守もろうと「こじかクラブ」が誕生するという明る

い変化の多かった1年をふりかえって見ました。

囎礪職潮隣獺聰囎陥廼囎硝囎獺囎醐囎獺麟礪職湧礪繭湧幽嘲

《顯b　～＼圃。

辱
』

バ
、
麟
、

ご
尾

嘘
謎．．9．．墾勲t難璽艦度

　
　
国
月

　
◎
弥
治
郎
こ
け
し
初
挽
き

　
◎
名
刺
交
換
会

　
◎
大
賀
毬
白
石
工
場
操
業
開
始

　
◎
成
人
式

　
◎
白
石
市
納
税
感
謝
祭

　
　
一
一
月

　
◎
東
北
新
幹
線
蔵
王
ト
ン
ネ
ル
貫
通

『
　
◎
公
立
刈
田
病
院
分
校
開
校
十
五
周

　
年
記
念
式
典

｝
　
◎
白
石
消
防
団
出
初
式

　
　
三
月

　
◎
南
蔵
王
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技
大

　
会
開
催
（
白
石
ス
キ
ー
場
）

　
◎
臼
石
市
健
康
会
議

　
◎
白
石
市
体
育
協
会
創
立
四
十
五
周

　
年
記
念
式
典

　
◎
白
石
市
P
T
A
創
立
二
十
五
周
年

　
　
記
念
大
会

　
◎
白
石
柔
道
協
会
創
立
二
十
周
年
記

　
念
式
典

　
　
四
月

　
◎
白
石
沖
電
気
毬
新
工
場
完
成

　
◎
白
石
市
図
書
館
完
成
開
館

　
◎
白
石
市
第
一
児
童
館
完
成

　
◎
城
山
橋
落
成
渡
り
初
め

　
◎
白
石
市
長
選
挙

　
　
麻
生
寛
道
氏
当
選

　
◎
春
の
交
通
安
全
運
動
実
施

　
　
五
月

（4）

匡璽］年賀郵便特別取扱制度始まる（明？台32年12月16日
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・
　
罪

y
伽

、

　
顧

磯
．
撫

ど＿

｛
ゲ
虎
酬

　
黙
　
会

　
　
豊
置
．

し
群
二

　
　
　
　
㎜
「

　
ヤ
　
　
　
　
　
　

か

　
　
麟
　

・

　
　
　
ゆ

　
　
　
く
チ

　
　
　
『
溝

　
　
　
表

　
ド

　
　
　
　
ご

　
隷
蜘
灘蔵

t顛搬興遜勲獣　　　　　　腱、墜．全．碑

　　　　　　　　　　　　　　　　螺

斡
レ
．

踊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月

　
　
（
中
ノ
目
桂
踏
切
）

　
　
　
　
　
　
　
　
◎
第
十
七
回
臼
石
市
民
水
泳
大
会

　
◎
六
選
し
た
白
石
市
長
麻
生
寛
道
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
◎
自
石
夏
ま
つ
り
開
催

　
　
初
登
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
◎
臼
石
市
民
健
康
ま
つ
り

　
◎
鷹
ノ
巣
歩
道
橋
完
成
渡
り
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
◎
臼
石
市
水
防
団
水
防
訓
練

　
◎
自
石
駅
構
内
跨
線
人
道
橋
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
江
坪
橋
）

　
ー
◎
白
石
第
二
小
学
校
創
立
二
十
周
年
　
　
　
九
　
月

、
場
…
　
記
念
大
運
動
会
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
第
二
回
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

婬
◎
第
＋
六
回
全
呆
こ
け
し
・
ン
ク
◎
暑
越
河
李
福
岡
地
区

ぶ
…
　
ー
ル
開
催
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
老
会
開
催

ね
｝
◎
白
石
消
防
団
第
五
班
に
初
め
て
自
　
◎
越
河
小
学
校
新
校
舎
完
成
、
同
小

こ
り

引
…
　
動
車
ポ
ン
プ
車
配
置
　
　
　
　
　
　
創
立
百
周
年
記
念
式
典

　
つ
皿
◎
第
十
代
市
議
会
議
長
に
大
野
彦
　
◎
福
岡
深
谷
保
育
園
建
設
工
事
着
工

肇
七
郎
氏
就
任
　
　
　
◎
秋
の
交
通
安
全
運
動
実
施

↑
」
◎
宮
城
四
郎
、
輝
夫
展
（
市
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叙
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叙
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ライト兄弟初めて空を飛ぶ（明治36年12月17日）
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Ωo◇◇Ω竃σΩ◇ΩΩΩq
σ　　　　Ω◎ΩΩΩ　　　　σ
σ　　　　◇観くΣΩくΣ　　びq

σq◇σ◇◇◇σΩσ羅σq

行政相談

　12月14日（土）午後1時から3

時まで、市役所、市民相談室でご

相談に応じております。

　相談員　　　小関利雄

　相談員　　　鈴木　勇

定期生活相談
驚

◇く＞

σ

q
σくΣ

qqσαΩづく＞くΣくΣ竃◇ΩΩΩ◎
　　　　　σ　　Ω　　くΣ　　q◇
　　　　　◇　　　　　　　Ω◇
びσσσσσくΣΩσ　　σσ◇◇α

　希望に満ちた新年を迎えるにあ

たって、市民のみなさんと一堂に

会して、新年名刺交換会を開きま

す。ご参加ください。

σ◇ΩσくΣΩ観ΩσΩ観観観Ωαφ◎
σΩ　　　　　　　　　　　窃　　　　ΩΩ
σ　　　　　　　　Ω　　　　観　　　　縦観

q◇ΩσσΩσづくΣΩσくΣ◇◇q◇◎

　12月5日、16日、25日午前10時

から12時まで、市役所第2会議室

でご相談に応じております。

》　日　時 1月6日（月）

午前11時

市民会館

500円
市秘書企画課

12月14日（土）

献血にご協力を］

ド会保険相談

　各種の厚生年金や、国民年金等

について、12月23日、午前10時か

ら午後3時まで、白石商工会議所

において仙台社会保険事務所の係

官がご相談に応じております。

高令者職業紹介相談

　12月3日と17日、午前10時力・ら

午後2時まで、市役所内福祉事務

所でご相談に応じております。

補聴器巡回サービス

　12月13日午前9時から11時まで、

市役所内、福祉事務所において、

補聴器の巡回サービスを実施いた

します。

老人福祉センター

所
費
先
切

　
　
蕊

場
会
申
申

》
〉
〉
＞

　胃ガンは日本人のガン患者の半

数を占めております。初期には、

一般に無症状で、ガンと気がつく

頃には手おくれになっております。

　市では悲惨なガンによる死亡者

を出さないために、次により検診

を行います。早めに申込み下さい。

越河、斎川、大乎地区のみなさ

ん、次の日程で献血車“いずみ号“
　　　　　　　　　　　　　　おがまいります。ご家族やご自身の

ため「愛の献血」にご協力下さい。　　し

〉　とき　12月15泪　　（日曜日）

　　　　　　　　　　　　　　ら　越河出張所　　9：00～12：00

　斎川出張所　13：00～14130　　　せ

　大平分室14：40－16：00

国土利用計画法

一近日施行一

　国民の限られた資源である。国

土の地価の安定と計画的な利用を

図る土地対策の要となる法律です

が、12月中の政令で定める日から

施行されます。

市道八ツ森線　一方通行に

　12月1日から市道八ッ森線、第

2小学校南側庄司商店より杉浦製
作所までの間、南進方向が禁止に「

なりました。ご注意下さい。

レ申込期限　12月16日

レ申込場所　市役所衛生課

　　　　又は出張所（分室）

レ費　　用　個人負担800円

　　　　　（市助成800円）
　　　　を検診当日会場にお

　　　　持ち下さい。
》検診予定　1月下旬～2月上旬

〉検査聯閥　宮城県対ガン協会

※　実施日は決まり次第申込者

　　あてご通知いたします。

拶

　　　　　　　白石第2
　　　　　　　，卜学校

国

蓮　　焦司薦恋
話　　　　　　　　肇
ざ

穣

　　　　朋’冒倉　　　　　　　　多

π炉グーオ通行

保科商店

雑南㌧
製作所

お

し

ら
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日
日
日
日
日
日
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1
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1
7
2
0
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4

栽
謡
碁
栽
謡
碁

盆
民
囲
盆
民
囲

花
曲
道
花
曲
道

生
謡
書
生
謡
書

道
吟
棋
道
吟
棋

茶
詩
将
茶
詩
将

こ地i方謄早わかり』あ・せんしておりますコ

明年4月統一地方選挙が行われる予定です，自石では、県議会議員選：挙

と市議会議員選挙が行われますが、明るく正しい選挙を行うために、わか

り易く解説された「地方選挙早わかり」をあっせんしております。お早め

に申込み下さい。　〉　地方選挙早わかり　B6版　レ　定価　550円

　　　　　　　》　申込一先　市選挙管理委員会

（7）［…三璽1日本初のプ・球団誕生（日召和9年12月26日）
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市立保育園児募集
．o～

〉募集人員

　東保育園90名（3才未満児9名）i

　南保育園120名（3才未満児12名）i

　西保育園120名（3才未満児12名）i

　北保育園60名（3才未満児6名）i
　越河保育園　60名（3才未満児6名）i

　深谷保育園　60名（3才未満児6名）i

〉申込期間

　昭和50年1月10日～25日

〉申込場所

　白石市社会福祉事務所

〉その他
　申込用紙は12月20日からお渡しいたしi

　ます。

※お間合せは市役所⑤2111

　　　　　　　　内線161番へ

●
こ
の
ぺ
ー
ジ
は
み
な
さ
ん
が
主
役
で
す
。
あ
な
た
の
意
見
や
南
を
お
送
り
く
だ
さ
い

1甘

藍

Il

南中学校3年
斎藤喜久雄君
の作品です。

　　鱒。
スリッフ

憂雛藩

酒のめば紳i：もトラに早変り

ρ

こびかクラブ

あ
～
ぜ
ん

し

崩
舞

こ
、
つ
？
つ

國世界一の東京タワー完成（昭和33年12月23日）
（6）
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●●● 健康1カレ多ケ」・ ●●●

12．2

2

3

3

3

4

5

5

5

10

11

11

12

12

15

17

18

19

19

20

20

24

24

25

インフルエンザ（1回目）

健康相談日
インフルエンザ（1回目）

健康相談日

健康相談日

インフルエンザ（1回目）

インフルエソザ（1回目）

インフルエソザ（1回目）

3カ月児検診

妊婦相談
イソフルエンザ（1回目）

12カ月児検診

インフルエンザ（1回目）

3カ月児検診

献 血

インフルエンザ（2回目）

インフルエンザ（2回目）

インフルエンザ（2回目）

6カ月児検診

インフルエンザ（2回目）

インフルエンザ（2回目）

インフルエンザ（2回目）

3才6カ月児検診

インフルエンザ（2回目〉

14：00～14：20

9：30～12：00

14：00～14＝20

9：00～11：30

13：30～15：00

14　：20～14　：40

13：30～13　：50

14；00～14　：10

13：00～13　：10

13：00～13：10

13：30～14：30

13：00～13　：10

13：30～13：50

13100～13：10

14：00～14　：20

14：00～14　：20

14：20～14：40

13：00～13：10

13：30～13：50

14：00～14：10

13：30～14：30

12：30～13：00

13：30～13：50

小　原　小

臼石市役所

大鷹沢小

越河出張所

斎川出張所

臼　川　中

越河小
斎　川　小

白石保健所

市民会館

市民会館

市民会館

大平　小

市民会館

小一原　小

大鷹沢小

白　川　中

市民会館

越河小
斎　川　小

市民会館

自石保健所

大平小

小原地区の方（3才以上）

自石地区の方

大鷹沢地区の方（3才以上）

越河地区の方

斎川地区の方

白川地区の方（3才以上）

越河地区の方（3才以上）

斎川地区の方（3才以上）

8月1日～31日までの出生者で越河・
斎川・大平・大鷹沢・白川・福岡・小
原地区の方

11月届出の方

臼石、福岡地区の方13才以上）

昭和48年11月出生の方

大平地区の方（3才以上）

8月1日～31日までの出生者で白石地
区の方

P7をご覧下さい

小原地区の方（3才以上）

大鷹沢地区の方（3才以上）

自川地区の方（3才以上）

6月出生者で臼石地区の方

越河地区の方（3才以上）

斎川地区の方（3才以上）

白石・福岡地区の方（3才以上）

昭和46年6月1日～31日までの出生の
方

大平地区の方（3才以上）

12月の休日当番医
勤労青少年ホーム

お
し
ら
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日

1
8
15

22

29

曜

日

日

日

日

日

内　　科
柿崎医院⑤2210

亘理医院⑤2355

大沼医院⑤2502

芭　医院⑤2410

水野医院⑤2735

外 科

刈田病院⑤2145

宮城医院⑤2062

刈田病院⑤2145

加藤㈹医院⑥2653

朝倉病院⑤2101

日本舞踊2，9．16，23

茶道裏千家3．10．17，24

料　　理3．10．17．24

華道池坊5．12．19，26
華道小原流6．13，20，27

和裁7．14。21

ギター7．14．21

民謡6．13．20
社交ダンス　5．12．19

ピンポン12．17，19、24

剣　道2．9．16．23

お
し
ら
せ

匡…璽］白砧の人・11月・日現在9・866世帯男2…89人女2L327人計41・416人 （8）


